第23回ハルビン国際経済貿易商談会閉幕
ハルビンニュースによると、第23回ハルビン商談会は５日間の商談を経て、6月19日に円満に閉幕した。今回のハルビン商談会ではハルビン交易団の対外成約額は19.17億ドルであり、そのうち、輸出入貿易成約額は17.43億ドルである。主な成約商品は食糧、食糧油、食品、紡績製品などである。

統計によると、今回のハルビン交易団の対外成約総額の中で、ロシアに対する成約額は3.74億ドルであり、ハルビン市交易団の対外貿易成約額の21.5％を占めている。貿易成約対象としてアメリカ、ロシア、ドイツ、日本、インド、イタリア、韓国など27の国と地域が含まれている。

　ハルビン商談会では、ハルビン市は国内外の56の企業と協力項目協議を結んだ。そのうち、外資項目は６項目、32.37億ドルの投資協議を結び、国内経済協力項目は50項目、572.84億人民元の投資協議を結んだ。

　今回のハルビン商談会には76の国及び地域の1.3万の外国商人が参加し、全国31の省、市、自治区から約10万人が参加した。国内外の企業から2400社が参加し、合わせて約30万人が来場した。

　今回のハルビン商談会では新潟県から10ブースが設けられ、12社が参加した。主な商品は農機具、食器、化粧品、園林工具、刃物などである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ハルビンニュースが伝えた）
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